
令和６年度　 自己評価・学校関係者評価 報告書

どんな生徒を
育てたいか
【ＧＰ】

生徒をどう
育てるか
【ＣＰ】

どんな生徒を
待っているか

【ＡＰ】

領域・分野 今　年　度　の　具　体　的　な　重　点　目　標

教育指導の重点

学校経営

学習指導

進路指導
生徒それぞれの「実現したい進路」を達成するために必要な支援体制の確立と進路実現

挨拶の励行など基本的生活習慣を確立し、品位ある学校生活を実現するとともに、教育相談体制の充実および安心・安全な学校生活を確立する

学校番号 学校名 大垣商業高等学校（全日制）

学校教育目標
（教育方針）

26

学校の抱える課題

３つの方針
（ｽｸｰﾙ･ﾎﾟﾘｼｰ）

・ 企業等と連携した取組（商品開発、販売実習等）及び高度で専門的な職業能力を有する人材による講義・実習等の学習活動
・ ＩＣＴ等を活用しながら、ビジネスで役立つ知識と技術等を身に付けるための実践的・体験的な学習活動
・ 答えが一つでないことの多い経済社会にあって、課題に対し論点を明確にし、他者と協働しながら実行、検証する課題探究的な学習活動

・ 事実を客観的に分析し、新しい価値を創造するとともに、地域を支えるために行動ができる生徒
・ 課題解決に向けて論点整理ができ、課題解決に向けた方策等を立案・提案することができる生徒
・ 事実を多面的に捉え、論理的に考えをまとめることができる生徒

・ふるさと岐阜での活動を通じた地元企業との連携によるSDGsの推進

・「主体的・対話的で深い学び」が実践できるようなICTの授業活用についての意識向上

・進路意識を高め、高い進路目標へ取り組ませるための指導方法の確立と生涯学習を見据えて継続的に学ぶ姿勢の育成

・交通事故減少とヘルメット着用率の上昇

・心の悩みを抱える生徒への組織的な対応

・ 「志」…高い目標を持ち学習活動や部活動等に積極的に取り組み、自分の未来を切り拓く意欲を持つ生徒
・ 「向上心」…ビジネススキル等を身に付けるために、目的意識を持ち目標に向かってチャレンジする生徒
・ 「思いやる心」…本校の生徒であることに誇りと自信を持ち、他者を尊重し、思いやりの心を持つ生徒

１　知・徳・体の調和のとれた豊かな心と健やかな身体の育成

２　地域、家庭、学校の連携協力による明るく、活力ある、地域社会人の育成

地域社会の一員として地域に誇りを持ち、すべての生徒が地域社会活性化のための社会貢献やSDGｓを意識した地域連携に係る取り組みを推進する

生徒一人ひとりの特性を総合的に捉え、個に応じたきめ細かな指導によって、確かな学力の確立と専門性の深化を図るとともに大学等との連携を通じた

高度な資格の取得を目指す

生徒指導
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年　　度　　目　　標 年　度　末　評　価（自　己　評　価）

実施日：令和７年１月７日 学校関係者評価 実施日：令和７年１月２１日

領域
分野

３つの方針・具体的な重点目標の達成に必要な
具体的取組・方策

県教育振興基本計画で
の位置付け

(2)協議会等における意
見・要望事項を踏まえ
た実践

全体的に落ち着いた学校生活を送ることができて
いる。学年・学科・他の分掌との連携を図り啓発
することが課題である。長期欠席者への組織的な
対応としては、個別対応会議（仮称）を実施する
など学年会との連携をさらに強化し、保護者との
連絡を密にする。ヘルメットの着用率の向上と交
通安全に対する意識の高揚を図るため、ＭＳＬを
中心とした啓発活動をさらに充実させる。

身だしなみ指導は、定期指導として年間３回、学年
ごとに実施した。情報モラル教育は３年生が自分の
経験や調査した内容を通して分かり易く下級生に説
明した。年４回の心のアンケートや年２回の定期教
育相談を利用し、悩みを抱える生徒へ、教育相談を
中心とした教員間の体制を強化、連携し対応した。
自治委員、生徒会執行部、有志の生徒の計127名が
ＭＳＬに登録し様々な啓発活動に取り組んだ。

施策Ⅰ-3

公開授業週間を設け、全教科での公開授業、全職員に
よる授業参観を実施することができた。
7月に実施した授業改善に係る生徒意見の聴取をもとに
全職員が授業改善計画を立案し取り組んだ。
年度初めにスケジュール手帳の意義や活用方法につい
て担任から説明をし、ＳＨＲや集会、講話などの機会
に積極的な活用を指導した。

生徒の意見をもとに全教員がより分かりやすい授
業の実施へと取り組んだ。専門教育部では、3年
間で日商簿記検定全員取得という目標を掲げて取
り組んでいるが、2年生ビジネス科は99％の合格
率､1級合格3名とすることができ、日頃の先生方
の授業の工夫が成果としてあらわれている。

(1)生徒の取組満足度と
生徒による自己評価

学校経営

13 施策Ⅱ-13
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(1)外部連携による教育力を活用した「ふるさと教
育」への取組

(2)学校運営協議会等において意見や要望等を聴取す
る機会の設定

施策Ⅰ-7

8 施策Ⅱ-8

(1)ビジネスマナーの徹底

施策Ⅱ-8

8

生徒指導

地域の企業と連携し、地域経済について知るだけで
なく、企業への改善案の提案や起業についての学習
も行うことができた。
学校運営協議会を3回実施し、委員より意見や要望
を聴取し、学校経営改善につなげることができた。

・今年度は外部連携事業がさらに充実しており、学校内外で生徒が積極的に取り組み、多くの成果が得られた。簿記の
知識を生かした地元事業の経営改善の取り組みは、全国高等学校生徒商業研究発表大会にて最優秀賞を受賞し、高く評
価された。また、初めて実施した台湾研修では、生徒が地元企業の協力のもと商品開発を行い、台湾で販売するための
準備をしたり現地高校との交流のための企画運営を行うなど、生徒にとって大変貴重な経験となり、目を見張るものと
なった。
・進路指導に関しては、生徒一人一人の進路実現のためにきめ細かく丁寧な指導がなされており、それが結果につな
がっていることが感じられた。また、大学進学予定者に大学入学共通テストを受験するよう促し、高校の基礎学力の定
着と学習の継続を図られたのは素晴らしい取り組みである。個々に合わせた指導は労力が必要になるが、今後も継続し
て指導してほしい。
・生徒指導に関しては、日頃から生徒の様子を観察しており、身だしなみ、挨拶、マナーを指導されていることが感じ
られる。

総合
評価

A.B.C.D

評価
A.B.C.D

成果と課題

(1)就職試験対策の充実
(1)就職希望者の試験対策の
取組状況

8 施策Ⅱ-8

達成度の判断・判断基準
あるいは評価指標

取組状況・実践内容
評価項目の達成状況等

進路指導 (2)大学等入試対策の充実

(3)就職内定者・進学合格者に対しての継続学習

学習指導

8 施策Ⅱ-8

・社会貢献やSDGｓを意識した地域連携に係る取り組みを今後も継続推進すること。
・各教科の授業改善の取り組みを共有し、それぞれの授業の中で活かす。
・全職員での進路指導の強化をする。
・学力をつけるための方策を考える。
・警察署等外部の機関との連携をして、生徒はもちろん教職員の交通安全、防犯意識を高める。
・命の大切さを学ぶことのできる講話を取り入れ、思いやりの心を育てる。

(3)自治委員・MSL活動による交通安全運動、ヘル
メット着用の啓発

(2)教育相談室・保健室への
来室件数、いじめの相談・
報告件数、カウンセリング
件数

(3)交通事故件数、ヘルメッ
ト着用率

(2)悩みを抱える生徒への対応

(2)進学希望者の入試対策の
取組状況

(3)内定者・合格者の継続学
習への取組状況

施策Ⅱ-8
(1)遅刻回数、挨拶の状況、身
だしなみ指導違反者の人数、
学校生活の様子

来年度に向けての改善方策等

19 施策Ⅲ-19

8

8

3

(2)授業改善計画書及び改善
報告書の提出

(3)スケジュール手帳の活用
状況

施策Ⅱ-9

　就職試験の対策については、外部講師によるビジ
ネスマナー講座や履歴書の書き方講座などを開催
し、より深い指導ができた。
　入学試験の対策については、外部講師による小論
文の書き方講座を実施したり、業者のツール（志望
理由書の書き方・小論文の書き方、情報Ⅰパック
等）を利用し、より充実した指導ができた。
　継続学習については、四大進学者については共通
テストの対策講座の視聴を促し、短大・専門学校進
学者に対して読書感想文の提出（２回）を実施し
た。

　就職希望者４８名は、対策をしっかりとっ
たことにより、全員が希望を叶えることがで
きた。
　進学希望者については、希望通りの進学先
に合格しなかった生徒もいたが、１月の共通
テストに向けて頑張った生徒が数名おり、目
標高く挑戦することができたことはとてもよ
かった。
　就職内定者の継続学習ができなかったの
で、来年度は年度当初から継続学習の内容を
決めて実践したい。

Ｂ

Ａ

(2)授業改善に係る生徒意見の聴取と教員の改善計
画・反省の実施

外部連携を今後も継続的なものとすること
や、更なる発展性をもたせることが課題と感
じる。

(3)計画的な学習及び学習習慣の確立に向けたスケ
ジュール管理手帳の活用推進

(1)全教科での公開授業、全教員による授業参観の実
施

(1)公開授業を実施する教
科・科目数等

Ｂ

Ｂ

Ｂ

施策Ⅱ-8

9
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